
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
六
受
領 

答

弁

第

三

号 
   

衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
関
西
電
力
の
原
子
力
発
電
所
の
取
付
金
具
脱
落
事
故
と
運
転
停
止
指
示
及
び
告 

発
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
関
西
電
力
の
原
子
力
発
電
所
の
取
付
金
具
脱
落
事
故
と
運
転
停
止 

指
示
及
び
告
発
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

関
西
電
力
株
式
会
社
は
、
左
記
の
と
お
り
、
御
指
摘
の
四
基
の
原
子
炉
に
つ
い
て
そ
の
定
期
検
査
に
際
し
蒸 

 

気
発
生
器
内
に
金
具
（
蒸
気
発
生
器
水
室
隔
離
蓋
を
支
持
す
る
た
め
蒸
気
発
生
器
内
の
水
室
仕
切
板
に
取
り
付 

 

け
ら
れ
た
当
該
金
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
取
付
け
の
工
事
を
行
つ
た
。 

(一) 

大
飯
一
号
機
に
つ
い
て 

第
六
回
定
期
検
査
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
一
月
二 

十
八
日
） 

(二) 

高
浜
一
号
機
に
つ
い
て 

第
九
回
定
期
検
査
（
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
十
二

日
） 



(四) 

大
飯
二
号
機
に
つ
い
て 

第
六
回
定
期
検
査
（
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
年
七
月
八
日
） 

(三) 
美
浜
三
号
機
に
つ
い
て 

第
八
回
定
期
検
査
（
昭
和
六
十
二
年
一
月
六
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
） 

関
西
電
力
株
式
会
社
は
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
一
日
、
高
浜
一
号
機
の
一
次
冷
却
材
ポ
ン
プ

(Ｂ)
（
三
系
列 

あ
る
う
ち
の
一
系
列
）
の
振
動
が
大
き
く
な
つ
た
た
め
、
原
子
炉
を
手
動
停
止
し
検
査
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
同 

 

系
列
の
蒸
気
発
生
器
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
金
具
が
外
れ
、
こ
の
金
具
が
当
該
ポ
ン
プ
の
羽
根
に
衝
突
し
か 

 

み
こ
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
判
明
し
た
。
通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
当
該
原
子
炉
の
金
具
に
つ
い
て 

 

運
転
中
に
は
こ
れ
を
取
り
外
す
こ
と
を
指
導
し
、
関
西
電
力
株
式
会
社
は
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
五
日
及
び 

 

十
六
日
に
当
該
原
子
炉
の
他
の
二
系
列
の
金
具
を
撤
去
し
た
。
他
の
三
基
の
金
具
に
つ
い
て
は
、
順
次
定
期
検 

 

査
に
お
い
て
取
り
外
す
こ
と
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
ノ
イ
ズ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
監
視
強
化
を
行
う
よ
う
指
導 

 

し
た
。 

関
西
電
力
株
式
会
社
は
、
前
述
の
指
導
に
基
づ
き
ノ
イ
ズ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
監
視
を
続
け
て
い
た
が
、
昭
和 

 

四 

 



通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
し
て
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
も
踏
ま
え
、
金
具
が 

 

取
り
付
け
ら
れ
運
転
中
で
あ
つ
た
大
飯
二
号
機
及
び
美
浜
三
号
機
に
つ
い
て
ノ
イ
ズ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
異
常
は 

 

な
か
つ
た
が
、
高
浜
一
号
機
の
場
合
と
同
じ
部
位
で
の
不
具
合
で
も
あ
り
、
念
に
は
念
を
入
れ
、
定
期
検
査
を 

 

待
た
ず
運
転
を
停
止
し
て
金
具
を
取
り
外
す
よ
う
関
西
電
力
株
式
会
社
に
対
し
指
導
し
た
。
同
社
は
こ
れ
を
受 

 

け
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
に
両
機
を
手
動
停
止
し
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
五
日
及
び
六
日
に
金
具 

 

を
撤
去
し
た
。
な
お
、
そ
の
際
金
具
の
取
付
け
状
況
の
点
検
が
実
施
さ
れ
た
が
、
両
機
に
つ
い
て
は
異
常
が
な 

 

六
十
二
年
十
二
月
十
八
日
、
大
飯
一
号
機
に
お
い
て
同
モ
ニ
タ
ー
か
ら
通
常
と
異
な
る
音
が
聴
取
さ
れ
た
た 

 
 

め
、
原
子
炉
を
手
動
停
止
し
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
蒸
気
発
生
器
に
取
り
付
け
て
あ
つ
た
金
具
自
体
は
脱
落
し
て 

 

は
い
な
か
つ
た
が
、
同
金
具
を
固
定
し
て
い
る
ボ
ル
ト
の
緩
み
を
防
止
す
る
た
め
の
部
品
の
一
個
が
脱
落
し
て 

 

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
同
機
の
金
具
を
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
及
び
二
十
四
日
に 

 

撤
去
し
た
。 

五 

 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

高
浜
一
号
機
の
手
動
停
止
に
際
し
て
、
金
具
を
取
り
付
け
た
ま
ま
運
転
し
て
い
る
他
の
原
子
炉
に
つ
い
て
そ 

 

の
停
止
を
指
導
し
な
か
つ
た
こ
と
は
、
金
具
が
脱
落
し
た
同
機
の
場
合
に
お
い
て
も
何
ら
周
辺
環
境
に
影
響
を 

 

及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
安
全
に
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
ノ
イ
ズ
モ
ニ 

 
 

タ
ー
に
よ
る
監
視
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
金
具
脱
落
に
至
る
前
に
適
切
に
対
応
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ 

 
 

と
、
運
転
中
の
他
の
原
子
炉
に
お
い
て
何
ら
異
常
が
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
等
か
ら
判
断
し
た
も
の
で
あ 

 
 

り
、
通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
し
て
は
、
そ
の
対
応
に
誤
り
は
な
か
つ
た
と
考
え
て
い
る
。 

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

金
具
は
、
定
期
検
査
時
に
お
い
て
一
時
的
に
設
置
さ
れ
る
蒸
気
発
生
器
水
室
隔
離
蓋
を
支
え
る
た
め
に
、
蒸 

 

気
発
生
器
内
の
仕
切
板
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蒸
気
発
生
器
水
室
隔
離
蓋
は
、
原
子
炉
容
器
と
蒸 

 

六 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
金
具
取
付
工
事
が
法
令
上
の
措
置
の
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
て
法 

 

令
の
規
定
に
基
づ
き
運
転
の
停
止
を
命
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
念
に
は
念
を
入
れ
、
定
期
検
査
を
待
た
ず
に
停 

 

止
し
、
処
置
す
る
よ
う
指
導
し
た
も
の
で
あ
る
。 

お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
は
、
福
井
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
日
及
び
同
年
十
一
月
二 

 

十
八
日
に
告
発
を
受
理
し
、
現
在
捜
査
中
で
あ
る
。 

金
具
の
取
付
工
事
は
、
関
西
電
力
株
式
会
社
が
独
自
の
判
断
で
実
施
し
た
が
、
通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル 

 
 

ギ
ー
庁
と
し
て
は
、
当
該
措
置
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

気
発
生
器
を
隔
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
作
業
を
並
行
し
て
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

今
後
の
対
策
と
し
て
、
運
転
中
は
金
具
を
取
り
外
す
よ
う
関
西
電
力
株
式
会
社
を
指
導
し
た
。 七 

 



 

八 
六
に
つ
い
て 

他
の
電
力
会
社
の
原
子
炉
に
つ
い
て
は
、
金
具
は
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。 

七
に
つ
い
て 

通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
工
事
に
つ
い
て
、
核
原
料
物
質
、 

 

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
六
条
に
基
づ 

く
許
可
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
認
可
及
び
同
法
第 

 

四
十
二
条
第
一
項
に
基
づ
く
届
出
の
手
続
を
通
じ
て
そ
の
内
容
を
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三 

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
、
同
規
則
別
表
第
二
に
お
い
て
列
記
さ
れ
て
い
る
認
可
又
は
届
出
を
要
す
る
工
事
以 

 

外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
認
可
及
び
届
出
を
要
し
な
い
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
。 




